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はじめに 

 

ロチェスターでは 12 月の最後にようや

く雪が積もりました。今年は本当に暖冬の

ようです。また、様々な場所でクリスマス

ツリーや電飾など、クリスマスや年末に向

けての準備が進んでいます。私も今月の後

半から約 3 週間の休みに入りました。そし

て、その期間中は学校の寮に住むことも出

来なかったので、この機会にカナダやアメ

リカ国内で過ごすことにしました。      

    

 

English Language Center (ELC)での活動 

 

冬学期が始まり、Intermediate 2 のクラスを受講することになりました。新

しいクラスに加え、クラスメイトも新しくなったので、気持ちを新たにして授

業に臨んでいます。クラスメイトは 8 割がサウジアラビア出身の生徒で残りは

中国、日本は自分一人です。今学期が始まってから 1 ヶ月もたたない内に年末

の休みに入ってしまったため、慌ただしいままに 12 月のクラスは終わってしま

いました。 

 

 

フォーミュラ SAE チームの活動 

 

RIT チームの活動に参加してから 3 ヶ月が経ちました。自分自身もこのチー

ムの活動に慣れ、メンバーと一緒に製作活動をすることにも違和感を感じなく

なってきました。今回は 12 月中に行った RIT チームの活動や行事について報

告を行います。 
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「テストパーツの製作」 

今回 RIT チームのテストパーツ製

作を手伝いました。テストパーツはガ

ラス繊維入りの樹脂製のホイールで

した。今回は完成したホイールを実際

にタイヤにはめて、空気漏れ等のテス

トを行いました。こういったパーツの

製作活動からテストまで、自分にとっ

ては初めての経験だったので非常に

勉強になりました。何よりも自分たち

でテストパーツの企画、製作、テスト、

そしてテスト結果に基づいて次のパ

ーツの計画を立てることが出来るチ

ームの組織力に改めて感心しました。 

 

 

「クリスマスパーティ」 

年末の休み前に RIT チーム主催の

クリスマスパーティが開催されまし

た。ここでは各自プレゼントを持参し

て、パーティの中にくじ引きでこれら

のプレゼントを交換し合いました。ま

た、プレゼント交換を行う前に参加し

たメンバー1 人 1 人に対して、チーム

でどのような働きをしているか読み

上げられる企画がありました。自分の

名前が読み上げられた時は、自分がチ

ームに貢献できていることやチーム

の一員であることを実感することが

でき、非常にうれしく感じました。そ

の後は、各自パーティを楽しみました。

このことから、大変なチーム活動もこ
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うしたイベントを行うことで、メンバーの結束力がより強まるものだと感じま

した。 

 

 

年末休み 

 

今月の 4 週目から、約 3 週間の年末休みに入りました。この間は寮に住むこ

とが出来ない為、友達の家やカナダ、ニューヨークシティで過ごすことにしま

した。今回はその様子について報告したいと思います。 

 

「カナダ旅行」 

今回の旅行ではトロント、モントリ

オール、ケベックの順に 1 週間かけて

旅行をしました。メンバーは韓国人、

中国人、日本人だったので、皆でコミ

ュニケーションをとるためには基本

的に英語を使う必要がありました。ま

た、メンバーもほぼ全員が初対面に近

い相手だったので、最初はぎこちない

感じでコミュニケーションをとって

いました。しかし、1 週間の旅行の末、お互いに打ち解けて結果的には思い出深

い旅になりました。 
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「ニューヨークシティ」 

カナダ旅行が終わった後はニュー

ヨークシティへ行ってきました。ニュ

ーヨークシティに到着してから、タイ

ムズスクウェアで行われている毎年

恒例の年末のカウントダウンに参加

しました。暖冬のおかげであまり寒く

は無かったのですが、ずっと人ごみの

中で立ち続けるのは辛い経験でした。

幸いにも自分たちの周りにいた日本

人がいたので、その人たちと話すことで８時間の苦痛を耐え抜き、最終的にニ

ューイヤーの瞬間を皆で祝うことが出来ました。もう 2 度と同じことをしたい

と思いませんが、とても貴重な経験ができて良かったと感じました。 

 

 

 

 


